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2020年度（平成32年度）から、現在の「大学入試センター試験」に代わって「大学入学希望者学力評価テスト（仮
称）」が実施される。そこでは、一体どのような問題が出題されるのだろうか？
2016年３月に公表された文部科学省の報告書では、例えば、国語のイメージ問題例として下記の問題が取り上げ

られている。

7第 部
統計的思考によって大学入試・
統計検定を乗り切ろう！
～大学入試・統計検定問題からみる統計的思考力～

国語の問題なのに、統計のグラフが
出ているのが意外だね！

この問題では、統計資料から自動車
事故の現状を把握し、アの文章を構
成することも求められているんだ！

資料：高大接続システム改革会議「最終報告」

図１　高大接続システム改革会議「最終報告」参考資料イメージ問題例＜国語＞の抜粋
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この問題では、棒グラフと会話文から情報を解釈し、問題場面に適した考えを構成し、表現することが求められ
ている。新テストでは、教科の枠を超えて統計を活用する能力が求められており、これから統計的思考力を養うこ
とはますます重要になってくるといえる。
以降では、大学入試や統計検定の過去問題を参考に、現在、どのような統計的思考力が求められているかについ

て考えていこう。

１　「数学Ⅰ」：データの分析の問題から見る統計的思考力

現行の「数学Ⅰ」データの分析の単元では、箱ひげ図や散布図、相関係数といった記述統計に関わる事柄を学ぶ。
2016年度の大学入試センター試験では、アイスクリームの購入金額と気象データとの散布図から、「アイスクリー
ムが売れる条件」を分析する問題が出題された。

〔例題１〕2016年度　大学入試センター試験「数学Ⅰ・A」第２問

〔解説〕
⓪…「平均最高気温と購入額」の散布図では、正の相関を持つので ○
①…「１日あたり平均降水量と購入額」の散布図では、負の相関を持つので ×
②…「平均湿度と購入額」の散布図では、平均湿度が高くなるほど購入額の散らばりは大きくるので ×
③… 「25℃以上の日数の割合と購入額の散布図」では、横軸が80％未満の範囲で、縦軸の購入金額が30円を超え

ていないので ○
④…「平均湿度と購入額」のほか「平均最高気温と購入額」にも正の相関があるので ×

答：⓪と③

やはり、気温が高い日や湿度が高い日にアイスクリームは
よく売れる傾向にあるのですね。
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〔練習１〕社会データの分析

（１）　2014年11月実施　統計検定３級問題「水陸稲の収穫量と人口の相関」

資料：総務省「人口推計」および農林水産省「作物統計」
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（２）　2014年６月実施　統計検定３級問題「ワインの消費量を表す箱ひげ図の選択」

問17 　次の棒グラフは、平成22年度の沖縄県を除く46都道府県の成人１人当たりのワイン消費量（L）を表してい
る。

この結果の中で，7.1Ｌの山梨県が最も多く，次いで東京都の6.7Ｌであり，最も少ないのは鹿児島県，佐賀県で
消費量は1.0L であった。この棒グラフから作成した46の都道府県のワイン消費量の箱ひげ図として①～⑤のうち
から最も適切な者を一つ選べ。 24

①

1 2

１人当たりのワイン消費量（L）
3 4 5 6 7

②

1 2

１人当たりのワイン消費量（L）
3 4 5 6 7

③

１人当たりのワイン消費量（L）
1 2 3 4 5 6 7

④

1 2

１人当たりのワイン消費量（L）
3 4 5 6 7

⑤

1 2

１人当たりのワイン消費量（L）
3 4 5 6 7

資料：国税庁課税部酒税課「平成22年度酒類販売（消費）数量表」
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２「数学B」：確率分布と統計的な推測の問題から見る統計的思考力

現行の「数学B」確率分布と統計的な推測の単元では、二項分布や正規分布、区間推定といった推測統計に関わ
る事柄を学ぶ。2015年度の大学入試センター試験では、標準正規分布の性質を利用した区間推定の公式そのものの
意味理解を問う問題が出題された。

〔例題２〕2015年度　大学入試センター試験「数学Ⅱ・B」第５問
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〔解説〕
⑵　P（0≦Z≦z0）＝0.99÷2＝0.495
　　したがって、正規分布表より右の図の状況を満たす
　　z0は2.57と2.58の間であるから

z0＝
（2.57＋2.58）＝2.575≒2.582

　　　　　　　　　　　　　　　　答：③

⑶　⑵と同様の考え方を用いて、P（－1.96≦Z≦1.96）＝0.95
　 　母平均m、母標準偏差σ、大きさ nの標本の標本平均をXとすると、Xは平均m、分散σ2/n の標準正規

　　分布に従うので P 1.96 1.96 0.95X m

n
σ

⎛ ⎞
⎜ ⎟−− =⎜ ⎟
⎜ ⎟
⎝ ⎠

≦ ≦ と表せる。

　　母平均mの信頼度95％信頼区間は、上のかっこ内の式を変形して、

X 1.96 X 1.96m
n n
σ σ− +≦ ≦

　　したがって、 ( )1L 1.96 X 1.96 2 1.96  X
n n n
σ σ σ= + − − = × …①

　　同様に、P（－2.58≦Z≦2.58）＝0.99であるから、母平均mの信頼度99％信頼区間は

X 2.58 X 2.58m
n n
σ σ− +≦ ≦

　　したがって、 ( )σ σ σ= + − − = ×2 2.58 2.58 2 2.58L X X
n n n

…②

　　①、②より
L2 ＝2.58＝1.316…≒1.3 答： L2 ≒1.3L1 1.96 L1

　 　また、大きさ４n の標本の標本平均をX' とすると、X' は平均m、分散σ2/4n の標準正規分布に従うので、
母平均mの信頼度95％信頼区間は

' 1.96 ' 1.96
4 4

X m X
n n

σ σ− +≦ ≦

　　したがって、 ( )3 ' 1.96 ' 1.96 2 1.96 1.96
4 4 4

L X X
n n n n

σ σ σ σ= + − − = × = × …③

　　①、③より
L3 ＝ 1 ＝0.5 答： L3 ＝0.5L1 2 L1

x

y

o

0.495

正規分布の曲線によって囲まれた面積は１で、「平均付近は起きやす
いが、裾の方は起きにくい」といった単純なモデルから区間推定の公
式が導き出せるんだね！
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〔練習２〕正規分布の利用

2014年度　鹿児島大学２次試験の問題「合格最低点の推定」

　ある企業の入社試験は採用枠300名のところ500名の応募があった。試験の結果は500点満点の試験
に対し、平均点245点、標準偏差50点であった。得点の分布が正規分布であるとみなされるとき、合
格最低点はおよそ何点であるか。小数点以下を切り上げて答えよ。ただし、確率変数 Zが標準正規
分布に従うとき、P（Z＞0.25）＝0.4、P（Z＞0.5）＝0.3、P（Z＞0.54）＝0.2とする。

〔鹿児島大学　理・工・医（医）・歯〕

３　「大学」：統計学の問題から見る統計的思考力

大学の統計学の授業では、正規分布以外の確率分布や検定といった、さらに専門的な推測統計学に関わる内容を
学ぶ。高等学校では、「正規分布の裾の部分が起きにくい」といった程度しか言及しないが、実は、正規分布の裾
の見方は、検定で重要となる “棄却域” の考え方につながる。たとえば、2014年６月に実施された統計検定２級では、
私たちも馴染み深い「二項分布」を題材に検定の考え方を問う問題が出題された。

〔例題３〕2014年６月実施　統計検定２級問題「公正なサイコロか？」
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〔解説〕
⑴　サイコロを７回投げたときに３の目が出た回数を確率変数Xとおく。
　　３の目が４回出る確率は、

P（X＝4）＝7C4��
1 �

�
4�
�
5�

�
3

＝ 35 ×�
�
1�

�
4�
�
5�

�
3

6 6 6 6
答：④

⑵　①…３の目が出る確率は１/６であると仮定し、右片側検定で考えると、
　　　　　３の目が４回以上出る確率は、
　　　　　P（X≧4） ＝P（X＝4）＋P（X＝5）＋P（X＝6）＋P（X＝7） 

＝0.015629＋0.001875＋0.000125＋0.000004＝0.017633
　　　　 　有意水準５％で、P（X≧4）＜0.05であるから、サイコロを７回投げて３の目が４回以上出ることは

めったにないといえる。したがって、帰無仮説は棄却できるので 〇
　　②…４回ちょうどの場合を考えても、片側検定・両側検定の考え方に適さないので ×
　　③…仮説検定の枠組みになっていないので ×
　　④… ３の目が４回も多く出たことが疑問であるので、４回未満の左片側検定をそもそも考える必要がないの

で ×
　　⑤…３の目が４回出る前後を考えても、②と同様に仮説検定の考え方に適さないので ×

答：①

二項分布で、右裾の３の目が４回以上出る確率はすごく小さい。だか
ら、それが「有意水準５％未満の確率ならば、めったに起きないこと
が起きたと判断する」といった、仮説検定ならではの考え方が問われ
ているんだね。
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〔練習３〕仮説検定の考え方

2014年６月実施　統計検定２級問題「仮説検定における用語の確認」

〔本節の解答〕
〔練習１〕　⑴　③　⑵　①

〔練習２〕　試験の得点をX点とし、500名中300名が合格することから、

P��
X－245≧z0��＝

300（＝0.6）50 500

P��
X－245≧z0��＝1－P

�
�
X－245≦z0��であるので、P

�
�
X－245≦z0��＝P（Z≦z0）＝0.4 を満たすXは不合50 50 50

格となる最高点を与える。
正規分布は左右対称であるから、P（Z≦z0）＝P（Z≧－z0）＝0.4

　　　　　 －z0＝0.25より、X≦245－50×0.25であるので、232.5点以下の得点は不合格となる。したがって、合
格最低点は約233点。

〔練習３〕　⑤

大学入試や統計検定では、実際に分析をするために必要な個別の知
識・技能だけでなく、問題を解決するために必要な思考力や判断力も
問われている。だからこそ、算数・数学科に限らず、教科の枠を超え
た日頃の授業や探究活動の中で、統計的思考力を育む機会を大切にし
たいものだ！
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　文部科学省の「平成27年度学校保健
調査」によると、日本の17歳の男子生
徒の平均身長は、170.7cm です。ある
地域では、どの年も、17歳の男子生徒
の身長の測定結果は、全国結果とほぼ
変わらない傾向であることが知られて
いました。しかし、事前にアンケート
調査を実施すると、その結果 （平均身
長173.2cm）は、実際の測定結果（平均
身長171cm）より高い数値を示しまし
た。このことから、正規分布を用いる
ことで、「生徒たちは、事前調査では、
実際の身長より高めの身長を回答した」
と推測できます。
　一方、この話題とは逆に、統計学者
のアドルフ・ケトレー（Adolphe Quételet）は、1844年に男性の身長が正規分布に従うことを利用し
て、フランス軍の徴兵検査の際に測定された若者たちの身長について、次のウソを見抜きました。
　当時の記録では、157cm よりやや背が高い者が少なく、逆に157cm よりやや背が低い者の数が極
端に多かったようです。そのため、身長の分布が一部凹んだ正規分布になりました。この結果を受け、
ケトレーは、当時のフランス軍は身長157cm以上の若者を徴兵していたことを踏まえ、「157cmより
わずかに身長が高い若者たちの何人かが、身長を低くごまかし、徴兵から逃れた」と推測しました。
　したがって、この正規分布の歪みは、「徴兵を逃れたい、157cmよりやや高い若者たちのごまかし
によって、現れた歪みである」と結論付けることができます。
　フランスの徴兵検査の際には、モデルとして正規分布を利用したが、グラフの一部が歪んだことで、
ケトレーにより記録の偽りが見抜かれました。このように、現実の事象を分析する際には、状況に合
わせた確率分布をモデルとして用いることで、さまざまな統計分析を行うことができます。

正規分布の歪みから見る若者たちの身長の真実

事前調査の結果
平均：173.2cm !?

なぜ、事前調査
の結果の方が身
長は高くなる

実際の平均：171cm〔実測値〕

ある地域の17歳の男子生徒の身長の分布（cm）


